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「論文内容要旨
 第1章緒論
施肥農業において
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肥効調節型肥料の
期間と溶出型(単
る。肥効調節型肥
分地などによる施
料成分の様々な特
できる。正確な成
やけを殆ど誘発し
同じ位置に施用す
 を作物の根に供給することが可能になる(図i〉。
畑作における窒素
 し易いことにより肥効が制
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 成分の鵬鯛効率の
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 畜よ速効{生肥料と肥効溶脱斎壱尋地下水 より自在かつ簡便に肥料成分の供給様式を設定す
 (b)接触施肥`
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速効性肥料の接触施
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 堆00
80
ぷ
 藤60
 糠40⑱肥効至
 ○肥効調節型紙料間土
 20議速効性肥
 △速効性肥料閤土
 04.812喋6
播種後日数
 噛〔)〔)
80
ぷ
.60
辮熱
 田40
20
0
 (む〉
 鯵硫安のみ接触
 △2/3硫安のみ接触
 ○過石のみ接触
 蓋塩化カリのみ接触
 048葉216
播種後日数
 図2ゲントコーン(パイオ
 は間土,(b)速効性肥料単独接触
 肥効調節型肥料はPOCU-70,P
 硫安,遇石,塩化カリを使用した。エラ
 一123一
1
肥効調節型肥料を
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同等の収量が得ら
 なった。
 第3章窒素肥料の供給様式と肥効
 (竃1溶出型と利用率の関係
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 第4章リン酸肥料の供給様式と肥効
 (1)施肥量および供給様式とリン酸吸収
肥効調節型リン酸肥
た。はじめに施肥量
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 度の経時変化とゲント
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同等であった。過
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試験結果は,ig92年
 がみられた。
中空糸サンプラーで
ポット栽培における
Pcssは日数が経つに
重過石施肥部のPc
Pcssは重過石処理
重過石からのリン
 一127一
垂
拳
な
馨
… 謬
の
5
0
0
5
0
5
0
5
0
5
 噸
1
α
5
2
0
ア
5
2
7
鴫
哩
哩
 (隆
の
○
鰻
甑
。
癌
叢
縫
鰍
鰹
(㌔
室
讐
)・
-・
㎡
ρ
 島5G
め
○創
鉱
窃
藻
 一25留
口
甑
 (掬肥料の溶出
 (む炉()ひ重過石
 (c〉重過石
 場.葡9施用響O
 o.709施扇動◇
 o.359施用鱗□
o
 〔)5曙0152{)25
施肥後日数
 図6朕)C一重過石からのリン酸の
 溶液リン酸濃度費鵬(b),重過石
破線は無植栽筆.40g麹()5鱒ゼ施縮の値を,エ
 標準誤差(覇郡4)を示す。
持する効果のため
 違いが反映されていた。
 『(21短期的分施処理によるリン酸と土壌の反応
肥効調節型肥料か
回分施〉による施
に減少したが,短期
 一128一
羅
鱒
魏
糠
縷
靉
靆
犠
~
 
~~P'--~]~~';Q+~~ilc ~ ~ ~~
~S~,~>~~t~~fi~i ~~ ~~:
~~~)'~+'<<~~~l~ 'j yl~ 
7) . ~ ~l~ ~,~>+~:~;q)~{,
;~, =) )~~~~~-~~~~:~t~{
 ~~}c~~ ~ c~~:fit;{~.~~o)'~~+'<<~~~~~~~~+~~~~~~;* < ~ ~ ~)*~Lt*･･. 
J' 
!n 
o 
c¥~ 
~ 
o) 
~
 
~~!~ ~~ ~{ ;~~ 
:~ 
~~ 
~~s  
~~ 
600 
5ao 
400 
3 oo 
20a 
l oo 
o
 
-24 
300 
250 
200 
~ 50 
l oa 
50 
O
 
(a) i:i~~~*A 
d
 
J. 
~ 
O 
~~! 
~~ 
Q) 
E
 
~~{ ~~ ~i ;~ 
:~ 
i~i ~: ~~ 
o 24 48 72 96 120 
~ (c) ~~~E~Bw 
'
i
 
~ 
¥
 
-24 a 24 48 72 9~ ~ 20 
~~)-~i7 :~ )/~:~~~~ : (~) ill~:A, 
l ooo 
J, 
Lo 800 
O 
c~~ 
a 
o) 
E eOO 
~:X..{ 
~{~1 400 :~ ~{ 
~~~~:~~1 2ao 
o
 
~24 
25 
J= 20 ~@ 
a 
~~{ 
~~ 
Q) 
E 15 
~~ ~:~ 
~i lo ;~ 
::~ 
~~ 
4,.~.****... 5 ~{ 
a
 
(b) ~~;y+A 
i
*
 
*: 
+* 
*d'{;:~' 
o 24 48 72 96 ~20 
¥ (~) ~~:~~d-~}A 
~://~ __ _ 
¥,: 
-24 
o
 
~l 7 ~r~*~~;;~li7:t~~)j~~F~;~: iJ )/~~~,*;~*~~);~,'=*_+.~~~~~..~rf~ 
 (~) ;^..~A )=~:{7=~~:~:*･;*~ 
O 24B~~*~~*_-~~~~~~} 
- 129 -
24 4S 7Z 9e 120 
: (c) 1~:~EBw, (d) ~:~~~:A 
~
 
I
 =*;'i 
{
'
i
 
I
 
I
 
J
 
:
 ~
 
'
i
;
 
I
'
 
"
~
.
 
~
,
 
~~.~ 
総合考察
 (1〉気象条件と窒素肥料の利用率
尿素とP()C狂70
たところ,生育初
の収量および肥
なかった(表i〉
さく,栽培環境の
されない窒素肥料
追肥に依ることな
 考えられた。
 表i実施年の違いによるゲン
年次 降水量  尿素処理§  POCUマ0処理嚇
 初期40藏全期間
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乾物重利用率
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6 †尿素は分施
 §尿素の施肥量は欝OkgN総弓  鴛POCU-70の溶出量はi2i～
 (2》肥効調節型ワン酸肥料の肥効の特性“
非アロフェン質黒
は,肥効調節リン
のリン酸濃度(評
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肥料が土壌によるリ
やかに溶出すること
反応そのものの緩和
異土壌であった。趨
ほど大きくなかった
であったこと,生育
効調節型リン酸肥料
ば,接触施肥の技術
 施肥量を減らす手段になりうると考えられた。
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論文審査結果要旨
作物生産を安定
役割である。そ
研究が行われ,徐
せようと試みた
したもので,その
さらには微量要
期のiヶ月間程
ものがある。本
 であり,その要点は以下の通りである.
一般に速効性肥
肥が一般的であ
性を検討した。
制されたが,尿
た。今後広い作
 肥が可能であることが示された。
次に直線的に溶
期して比較した
組み合わせたが
水田における肥
わが国本州以南
雨量の多い年
強く受けた。
 う安定した利刀率を示した。
普通の速効性リ
れに対して被覆
壌溶液中のリン
液中のリン濃度
酸の場合には施
この特性はゲン
 りも非アロフェン賀票ボク土で大きかった。
以上の結果は今
 を授与するにふさわしいと判断した。
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